




































































































































































































































































































































































































































































































































































No 項 目 内 容 F1 F2 F3 F4 共通性
22今あなたが何をがんばっているのか，その人は知っていると思う .695 -.007 .085 .059 .479
26宿題など やらなければならないことを忘れていたらその人は声をかけてくれる .564 -.009 .143 -.007 .252
17その人は 結果だけでなく あなたががんばっている姿を見て「がんばったね」とほめてくれる .533 .116 -.065 .086 .459
12その人は あなたが学校でどのようにすごしているかわかっていると思う .417 .146 -.040 -.053 .232
2あなたが落ちこんでいるとき その人はすぐに気づいてくれる .412 .129 -.211 .024 .384
3勉強をがんばったら どこかに遊びに連れて行ってくれる -.175 .673 -.016 .317 .568
8スポーツやテストをがんばったら その人は何か買ってくれる .018 .654 -.022 .018 .451
13テストは「○○点だったら□□をあげる」というふつうに 点数でもらえるものがきまっている .097 .583 .195 -.120 .344
18手伝いをしたら その人はお小遣いをくれる .134 .351 -.043 -.147 .150
23勉強をがんばらないと その人から遊び道具をとりあげられる .188 .078 .570 -.080 .267
6その人は あなたの言い分を聞かず 一方的に怒る -.085 .002 .567 -.063 .406
21ちょっとしたことでも その人はすぐに怒る -.225 .001 .514 .009 .423
16その人は「○○しなさい」という言い方をする -.002 .060 .475 .005 .219
24あなたは結果に満足していても その人から「もっとがんばれ」と言われることがある .104 -.034 .467 .253 .208
5あなたが何かに失敗したとき その人は「次からはどうしたらいいか考えよう」と言う .140 .021 .006 .644 .554
10注意するとき その人は なぜそれがダメだったかをわかりやすく教えてくれる .273 -.049 -.037 .525 .523
25あなたが何かに失敗したとき どうすればうまくいくかアドバイスをくれる .445 -.148 .086 .485 .573
因子間相関 F1 －
F2 .391 －
F3 -.493 -.162 －
F4 .618 .330 -.283 －











































No 項 目 内 容 F1 F2 F3 F4 共通性
2先生が見ていなくても きちんと活動することができる .677 .151 .000 .046 .484
12クラスで何かをするとき 先生に言われなくても活動をすすめることができる .663 .078 .038 .178 .479
7クラスのみんなと活動するとき 自分の役割を見つけて積極的に行動する .542 .144 .086 .243 .381
1何か活動する際は 目標を持って取り組んでいる .534 .060 .241 .131 .364
22教室や学校の中をすすんで整えるようにしている .458 .070 .162 .088 .249
17話し合いでは 自分の意見を持って参加するようにしている .421 .061 .176 .252 .275
27先生から言われた宿題以外にも 自分で勉強している .351 .140 .170 .049 .174
18面倒だと思うことが多い .209 .501 .045 .002 .296
9みんなで活動や作業をしていても つまらなくなって一人だけ遊んでしまう .103 .499 .044 .019 .262
14それほど仲の良くない友達から遊びに誘われても 気がのらないことが多い .060 .482 .036 .033 .239
23授業の内容に興味が持てないことがある .136 .468 -.012 .010 .238
3友達に「遊ぼう」と言われても 興味のない遊びだったら行かなくてもいいと思う -.049 .449 .066 .036 .210
26今 何かがんばりたいことや目標がある .220 .107 .795 .221 .740
16将来「これになりたい」と強く思えるものがある .138 .041 .398 .127 .195
25自分には出来ることがたくさんあると思う .276 .069 .293 .694 .649
20自分にしかできないことがあると思う .226 .009 .147 .561 .388
因子負荷固有率 2.261 1.252 1.059 1.049
因子寄与率（累積寄与率） 14.132 7.824 6.619 6.556 （35.13）

























































No 項 目 内 容 F1 F2 F3 共通性
36わからないことは積極的に調べるようにしている .800 -.101 -.016 .543
35自分の好きな教科以外でも積極的に取り組む .749 .035 -.049 .552
38いろんなことを知りたいと思う .409 .085 .179 .346
33授業中は 積極的に手をあげるようにしている .406 .139 .029 .269
29なわとびやマット運動では できる技をたくさん増やそうとしている -.069 .855 -.007 .661
34体育で できないことがあったら できるまで練習する .120 .573 .012 .434
37私は いつもいろんな友だちと遊んでいる -.025 -.050 .844 .645
32他の学年や他のクラスの子とも 遊んだりしている .054 .147 .374 .259
因子間相関 F1 －
F2 .585 －
F3 .563 .571 －



























































モニタリング 物的報酬 一方的統制 理解と内省の促し
意欲 自律 .352*** .107* -.082 .245***
興味関心のなさ -.194*** -.040 .217*** -.149**
目標 .336*** .145** -.033 .284***
能力感 .352*** .162** -.076 .319***
***p<.001,**p<.01
Table5『子どもが認知する親の「統制的」養育態度→意欲』の重回帰分析
自律 興味関心のなさ 目標 能力感
モニタリング .345*** -.139† .288*** .262***
物的報酬 -.026 .027 .014 .023
一方的統制 .015 .168** .091† .019
理解と内省の促し .047 -.036 .120† .160*





















































































































































自律 .652*** .356*** .377***
興味関心のなさ -.203*** -.154** -.061
目標 .396*** .436*** .295***




自律 .511*** .198*** .254***
興味関心のなさ -.062 -.048 -.032
目標 .183*** .297*** .150**
能力感 .182*** .183*** .203***
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